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可也コミュニティセンタ－ 

 

校区諸団体（営利団体は除く）の印刷は 
コミュニティセンタ－で可能です。 
３～４月は総会等の印刷が多く大変混み 
合いますので事前に電話で予約をお願い 
します。 
また、印刷の際は必ずコピ－用紙 
をご持参ください。皆様のご協力 
宜しくお願い致します。 

 
  受付時間 9：00～17：00 

（休館日の月曜日は除く） 
 

 
 
 
まん延防止等重点措置の延長に伴い、 
コミュニティセンタ－の利用制限を 
延長します。利用者の皆様にはご不 
便をおかけしますが、ご理解のうえ、 
ご協力宜しくお願いします。 
 
【制限内容】 大声の禁止 
       飲食、飲酒不可 
       マスクを外すことが想定 

される運動の利用制限 

【延長期間】 3 月 6 日（日）まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年 3 月 1 日発行 

 糸島市志摩初 18 番地 3 

TEL/FAX 092-327-1734 

E-mail：kaya.k@city.itoshima.lg.jp 

         No.24 号 

可也コミュニ
ティセンタ－
QR コ－ド 

 令和４年度に当センタ－で活動される認定サ－クルをご紹介します。生涯学習・ 

コミュニティの場としてサ－クルに参加されませんか？ご見学、ご入会のお問合せ 

は可也コミュニティセンタ－ ☎327-1734 までどうぞ！ 

No サ－クル名 活動日 No サ－クル名 活動日 

1 志摩柔道 毎週火.土曜  17：45 16 健康クラ部（健康体操） 第 4 水曜日   17：30 

2 桜野柔道 毎週水.金曜  18：00 17 華の会（日舞） 第 1.2.3 木曜  10：00 

3 吉田剣道クラブ 毎週水.金曜  18：00 18 志摩の遊日（表装） 第 2.4 木曜   13：00 

4 ひよこクラブ（子育て） 毎週水曜   10：00 19 パッチワ－ク可也 第 2.4 木曜   13：00 

5 じゃんこう（わらべ歌） 第２木曜   10：00 20 志摩卓球愛好会 毎週木.日曜   13：00 

6 華の会子ども教室（日舞） 毎週水曜   16：00 21 英会話レッスン（大人） 毎週木曜    19：00 

7 Ｂiｓeｓ子どもダンス 毎週火曜   17：00 22 格闘技ＷＲＩＮＧ 毎週木曜    20：30 

8 かないと 第 1.2.3 水曜 17：30 23 ＴＡＯエナジ－気づきの体操 第 1.2.3 金曜  10：00 

9 食進会志摩支部 第 4 木曜    9：00 24 ハッピ－体操（健康体操） 第 1.3 金曜   10：00 

10 糸島そばの会 第2.4火曜   9：00 25 メイリ太極拳 第 1.2.3 金曜  13：30 

11 トモエ会（日舞） 第 12.4 火曜 13：30 26 しま-ず（ソフトバレ-） 第 2.4 金曜   20：00 

12 絵手紙教室 第 4 火曜   13：30 27 糸島民舞会初教室 第２土曜    14：00 

13 楽しい論語 第 1 火曜   13：30 28 エンジョイフリ－ 

（ソフトバレ-） 

毎週土曜    20：00 

14 初バドミントンクラブ 毎週火曜   13：00 29 糸島さつき愛好会 第 1 土曜    13：00 

15 志摩卓球 毎週水.金曜  13：00 30   

※サ－クルによっては既に定員に達しているサ－クルもありますので事前に☎にてご確認ください 

防災メ－ル 

まもるくん 

可也小 6 年生の人権標語             目指すのは 差別をなくす 世の中だ  行村隆之介 
大丈夫 気付いた時には もうおそい 川口輝虎   匿名の ひぼう中傷 さけび声     武内郁眞 
自分から 相手を思い 行動を    堂原心咲   ぎゃくたい 絶対だめよ 絶対に    水﨑大介 
差別なく 自由な未来 していこう  三角紀豊   「大丈夫」 私がいるよ すぐそこに  山辺來々七 

ご卒業おめで 
とうございます 



 

問い合わせ：糸島市健康づくり課 ☎332-2069 

稲葉行政区は、糸島半島の中央部の風光明媚な丘

陵地帯に新興住宅地「志摩スカイタウン」として開

発され、昭和 62 年に 32 戸が分譲開始。その後も

開発が進み、現在 280 戸、9 組で構成されていま

す。地形的に水害や土砂崩れなどの災害リスクが少

なく、周辺にはス－パ－や病院もあり、暮らすのに

は便利な地域です。 

これまで地縁的つながりのなかった新しい住民

たちが昭和63年に自治会を結成し花見や夏祭り等

のイベントを実施し、地域の絆を深めてきました。

住民の自治会への関心は非常に高く、毎年総会には

約 200 人前後の住民が参加しています。 

平成 5 年には、住民たちが建設資金を負担した稲

葉コミュニティセンタ－が完成、稲葉区文化祭、ふ

れあいサロンやタンポポ文庫、絵画クラブなど、住

民の活動拠点として活用されています。 

一方で、稲葉区も高齢化が進み、役員になること

を負担に思う人も多く、28 年間続いた夏祭りをや

め、役員の負担軽減を図るなどの見直しも行われま

した。地域住民の防犯・防災、高齢者や子どもの見

守り、住民同士の交流などに自治会 

は不可欠であり、今後とも安全・安 

心なまちづくりの一助となるよう 

努めていきたいと思います。 

日本人の2人に1人はがんにかかると言われていま

すが、早期に発見すれば治せる病気になりつつあり

ます。しかし、新型コロナウィルス感染症を理由に

検診を先延ばしにすると、がんが進行した状態で見

つかる危険性が高くなります。コロナ禍で 

あってがん検診を定期的に受けましょう。 
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糸島市健康づくり課より 

5 日 (土)１０：００ かやっこアンビシャス 
8 日 (火)１７：００ 校区振興協議会理事会 
8 日 (火)１８：００ 校区民会議理事会 
8 日 (火)１９：００ 区長会 

１0 日 (木)１４：００ 市同協可也支部理事会 
１１日 (金)１０：００ ダ－ツクラブ kaya 
１１日 (金)      志摩中学校卒業式 
１２日 (土)１０：００ かやっこアンビシャス 
１３日 (日) ８：３０ 可也小学校体育館清掃 
１７日 (木)           可也小学校卒業式 
２７日 (日)      楽々ウオ－ク 
          （椛島住宅と神在神社） 
 ☆新型コロナウィルス感染症の感染 

状況により行事予定は変更になる 
場合があります。ご了承ください。    

 

保健師コラム第 21 号 

 

検診項目： 胃がん（バリウム検査、胃内視鏡検査）、
肺がん、大腸がん、乳がん、 
子宮頸がん、前立腺がん 

（検診項目によって対象年齢が決まっています） 

※詳細は４月に配布される「令和４年度糸島市特定

健診・がん検診のご案内」でご確認ください。 

稲葉行政区区長 一ノ瀬 昌純 

わがまち自画自賛 

『あぁ なつかしの… シリーズ①』 
  吉田区 青木酒店 （あおきさかや） 
 

今は少なくなった“角打ち”のお店。ひと昔前、
吉田区の中心に「青木酒店」という地域に愛され
たお店があった。夕方になると仕事帰りの人たち
がふらっと暖簾をくぐる。 
“角打ち”といってもイスがあり、奥座敷もしつ
らえてあり、ただの酒屋ではない。 

ツマミはいたってシンプルに缶詰が数種類、人
気は赤貝や鯖缶。 

吉田は農家戸数が多く、農作業を終えて一日の
疲れを癒すように一杯。ご常連の中には、お隣の
井田原や桜井から足を運んでいた方もいたとい
う。地域の会合後や行事の打合せの場としても利
用され、公民館と吉田神社のすぐ横だったことも
あり、とにかく、子どもから大人までお客の年齢
層も幅広く地域密着型の酒店だった。 
 私（筆者）も二十年近く前にこんな場面を目撃
したことがあった。ある日曜日の夕方、当時スポ
ーツ少年団の保護者会役員をしていて、吉田に住
んでおられた同役員の方に連れられお店に行った
ことがあった。そこへ吉田の子どもたち数人がア
イスクリームを買いに来た。そのうちの一人がケ
ースからアイスを一つ取り出し、「おじちゃん、ア
イス一つね」と二代目店主の青木要さんに声をか
け、店をあとにした。青木さんは「つけ帳」に子ど
もの名前を書いていた。のちに子どもか、その親
が支払うのだろう。子どもがつけをしていくのも
驚いたが、吉田で代々受け継がれた信用というか、
「つけの支払いは盆と正月」みたいな光景を目の
当たりにした。 
 今では、子どもがアイスクリーム代をつけるな
んて考えられないだろうが、当時はお互いの信用
があってこそできることだっただろうし、吉田の
人たちになくてはならない、地域に根付いたお店
だったように思う。 
 吉田の団結の強さ、子どもからお年寄りまで各
年代のチームワークの良さ、それとともに歴史を
刻んできた「青木酒店」。 
 平成二十二年糸島市が誕生した年に幕を閉じ
た。今でも復活を望む人が多くいることを最後に
書き添えたい。（佐田） 
 
 
 
 
右側に見えるのが 
吉田神社 

がん検診のご案内 


